
◆◆◆現行計画でのまちづくりの状況◆◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆まちづくりマスタープランの改定スケジュール◆◆ 
   まちづくりマスタープランは以下のようなスケジュールで改定する予定です。 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

赤坂地区での第３回意見交換会を開催しました 
 
 平成 28 年 1 月 12 日（月）の 18 時 30 分から赤坂区民
センターで、港区まちづくりマスタープランについての赤
坂地区での第３回意見交換会を開催しました。ご参加いた
だいた皆さま、ありがとうございました。 
 第１回意見交換会での「地区の魅力と課題」についての
ご意見、第２回意見交換会での「港区は今後どのようなま
ちになっていくといいか」についてのご意見をふまえ、第
３回意見交換会では、「課題解決や魅力推進のための取組」
について意見交換しました。 
 出された意見を模造紙にまとめ、最後に振り返りを行い
ました。意見の詳細は裏面をご覧ください。 
 話合いは１時間程度でしたが、意見やアイデアを出し合って、活気ある話合いになり、時間通りに終
了することができました。 
 今年度開催した全３回の意見交換会においていただいたご意見をふまえて、まちづくりマスタープラ
ンの改定骨子を作成しています。 
 改定骨子が出来上がりましたら、区民の皆さんのご意見を広くお伺いするパブリックコメントの募集
をします。来年度は、改定骨子を基に素案、案を作成し、平成 29 年 3 月改定を目標にしていますので、
今後も引き続きご協力の程よろしくお願いします。 
 

まちづくりマスタープランや意見交換会について感想やご意見などお寄せください！ 
また、意見交換会への参加者を引き続き募集していますので、ご希望の方はご連絡下さい。 
港区 街づくり支援部 都市計画課 街づくり計画担当 
 TEL 03（3578）2235、  03（3578）2239 
〒105-8511 東京都港区芝公園 1-5-25（港区役所本庁舎 6階） 

  

  港港区まちづくりマスタープラン  

   意意見交換会ニュース  

 
○おおむね 20 年後を目標とするまちの
将来像やまちの基本的な方針などを
示すものです。 

○区全体のまちの将来像と地区別の特
性に応じたまちづくりの方針で構成
されています。 

○都市計画や建築、交通などのハード面
に限らずバリアフリー、子育て、緑、
環境、防災、防犯などのソフト面を含
めた計画です。 
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○地区ごとに開催し、区民の皆さんか
らきめ細かな地域の情報や実情など
を伺い、その地区の課題や計画内容
について話し合う会です。 

○平成27年度に予定していた意見交換
会は、今回で終了しました。平成 28
年度の意見交換会の開催については
現在検討中です。開催が決まりまし
たら広報・HP 等でお知らせいたしま
すので、ぜひご参加ください。 
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赤赤坂地区で行行うべき様々な取組のご意見が出されました   ※※意見交換会の内容を要約・整理して掲載しています。  

地域主体のまちづくり  
・地権者が積極的にまちづくりに関わるべきで
ある。現在、地権者の会を発足させようと考
えている。 

・民間事業者ともうまく連携してまちづくりを
進めたい。 

自転車道を使いやすく整備し
ててほしい 
・墓地通りの自転車道は片側しか使われ
ていない。 

・自転車道は需要の高い道路に、使いや
すく整備して欲しい。入り口部分、見
やすさ、サイン等の工夫をしてほしい。 

 

喫煙場所の整備  
・路上の喫煙所はきちんと囲い、煙が流れ
出ないようにしてほしい。 

商店街の雰囲気づくり  
・商店街の風俗が心配である。昔の赤坂の雰
囲気が失われてしまう。 

・地域の魅力を高めることで、赤坂、青山ら
しい、明るい店舗を呼び込みたい。 

・赤坂の商店街はオーナーが別に住んでいる
場合が多い。相続税が高く、もともとの地
権者が売ってしまうことなどが要因であ
る。 

・商店街で店の業種等、ルールづくりができ
るとよい。 

お年寄り、子育て世代も移動
ししやすく 

・車イスの移動のため、路面のバリアフ
リーが重要である。ガードレールにつ
いても柔らかいポールにしてはどう
か。 

・電線地中化によって、車のスピードの
出しすぎになるのではないか。 

・近年、車のマナーはよくなっている。 

外堀通りから青山通りにかけて整
備備をしてほしい 
・青山のまちづくりガイドラインのように、青山
一丁目から赤坂見附まで、シャンゼリゼ通りの
ように整備をしてほしい。連続性が必要であ
る。周辺の開発も進んでおり、人の流れができ
るだろう。 

・まず表通りを整備し、地区に人を呼び込みたい。 
・東京オリンピックでは聖火を通したい。 
 

歴史や自然を生かしてまち歩きを実施したい  
・国際、観光、歴史文化が活性化のキーワードである。 
・赤坂は歴史的な資源が豊富であり、緑や坂などの資源をあわせて、
街区の中を歩くまち歩きルートをつくり、まちの魅力を紹介した
い。 

・高橋是清公園、氷川神社、弁慶堀、坂、土塀や力石、乃木邸や勝
海舟、坂本龍馬等の資源がある。是清の家も移築してはどうか。 

・芝地区のように、まち歩きのガイドの育成が必要である。 
・氷川神社は江戸時代の山車が９本あり、今年修復が終わる。山車
を展示して、それらをめぐるスタンプラリーなどを実施してはど
うか。 

・SNS 等を活用し、区外の人に魅力を発信したい。 

看板の取り締まり  
・看板、商品が通りを歩きにくくしている。 
・置き看板はバリアフリーの大きな障害であるだけでなく、子供の交通事故の
危険性も高い。看板があることで車道にはみ出してしまい、車や自転車と接
触する可能性がある。 

・安全性の観点から、保護者など、応援団をつくって動かしたい。 
・看板バスターをつくって権限を持たせられないか。看板のルールに協力して
くれた店舗へのシールを設けるなど、工夫したい。 
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